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学　校　行　事　《 第２学期 》

鶴ヶ丘祭

９月１日　始業式・防災学習（動画）
　　２日　３年大学入学共通テスト説明会
　　４日　相互授業参観（～１６日）
　　５日　１・２年スタディーサポート
　　６日　３年普通コース基礎学力到達度テスト模擬
　　　　　２年生徒対象修学旅行説明会
　　７日　塾対象入試学校説明会（～８日）
　　１０日　３年特進コース（全員）・普通コース（希望者）
　　　　　駿台・ベネッセ大学入学共通テスト模試会場受験
　　１４日　生徒会役員選挙
　　２０日　１年高大連携教育（学部見学）
　　２８日　３年基礎学力到達度テスト
　　２９日　生徒総会
　　３０日　２年保護者対象修学旅行説明会
１０月４日　日本大学創立記念日
　　７日　３年普通コース三者面談（～１１日）
　　１１日　３年特進コース（全員）・普通コース（希望者）

　　　　　ベネッセ・駿台記述模試
　　１２日　１・２年中間試験（～１６日）
　　２１日　第１回受験生保護者対象入試学校説明会
　　２５日　２年高大連携教育（大学模擬講義）
　　２８日　１年生徒対象進路説明会（保護者には説明動画配信）

　　２９日　３年特進コース（全員）・普通コース（希望者）
　　　　　ベネッセ・駿台共通テスト模試会場受験

　　３１日　体育祭
１１月２日　１年特進コース（全員）・総進コース（希望者）記述模試
　　　　　２年特進コース（全員）記述模試（～４日）
　　４日　第２回受験生保護者対象入試学校説明会
　　８日　３年期末試験（～１０日）
　　１１日　１・２年三者面談（～１４日）
　　１６日　３年特別選択授業開始
　　１８日　第３回受験生保護者対象入試学校説明会
　　　　　１・２年コース選択最終締切
　　２５日　受験生保護者対象特進コースミニ説明会
　　２７日　３年特進コース（全員）・普通コース（希望者）

　　　　　三者面談（～１２月２日）
　　２８日　２年期末試験（～１２月１日）
１２月２日　受験生保護者対象ミニ学校説明会
　　４日　２年修学旅行　先発班出発（～８日）
　　５日　２年修学旅行　後発班出発（～９日）
　　６日　１年期末試験（～９日）
　　９日　受験生保護者対象ミニ学校説明会
　　１２日　答案返却授業（～１３日）
　　２０日　終業式
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第
七
十
回
鶴
ヶ
丘
祭
に
よ
せ
て

学
校
長　
　

川
原　

容
子

み
な
さ
ま　

こ
ん
に
ち
は

令
和
五
年
度
第
七
十
回
鶴
ヶ
丘
祭
へ
ご

来
場
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

本
年
度
の
テ
ー
マ

　
「
瞬 
〜
溢
れ
よ
想
い
〜
」

　
今
、
縁
が
あ
っ
て
出
会
っ
て
い
る

私
た
ち
一
人
一
人
は
違
う
個
性
を

も
っ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
瞬
間
を
共

に
輝
か
せ
た
い
。
私
た
ち
の
強
い
想

い
を
、
今
し
か
な
い
瞬
間=

青
春
（
青

瞬
）
に
表
現
す
る
。

生
徒
達
が
考
え
た
テ
ー
マ
に
は
、
こ
の

コ
ロ
ナ
禍
で
考
え
た
こ
と
が
凝
縮
さ
れ
て

い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
長
距
離
マ
ラ
ソ
ン
は
、

厳
し
い
道
の
り
を
経
て
、
よ
う
や
く
平
坦

な
道
に
な
り
、
ゴ
ー
ル
も
見
え
て
き
ま
し

た
。
こ
の
数
年
は
正
直
す
べ
て
が
辛
く
厳

し
い
も
の
で
し
た
。
そ
の
中
で
、
お
互
い

に
支
え
助
け
合
え
る
仲
間
に
出
会
え
た
こ

と
が
、
何
よ
り
も
大
き
な
力
に
な
っ
た
は

ず
で
す
。

私
自
身
も
、
全
生
徒
と
そ
の
保
護
者
の

皆
様
、
全
教
職
員
と
そ
の
ご
家
族
に
支
え

て
い
た
だ
き
、
教
育
活
動
が
大
き
な
支
障

な
く
出
来
た
こ
と
に
、
こ
の
場
を
借
り
て

改
め
て
心
か
ら
お
礼
を
伝
え
た
い
と
思
い

ま
す
。

人
が
集
ま
っ
て
出
来
る
こ
と
の
あ
り
が

た
さ
を
改
め
て
感
じ
な
が
ら
、
こ
の
鶴
ヶ

丘
祭
を
通
じ
て
、
本
校
の
学
校
教
育
目
標

の
一
つ『
多
様
な
人
々
と
の
対
話
と
協
働
』

が
叶
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
生
徒
達
と
一
緒

に
実
り
あ
る
行
事
の
一
つ
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

文
化
祭
実
行
委
員
を
中
心
に
、
企
画
・

運
営
を
出
来
る
だ
け
生
徒
達
に
任
せ
、
教

職
員
は
サ
ポ
ー
ト
す
る
形
で
見
守
っ
て
い

ま
す
。
主
体
的
に
考
え
行
動
で
き
る
生
徒

の
育
成
は
、
十
八
歳
で
成
人
と
考
え
る

と
、
今
ま
で
以
上
に
大
切
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

更
に
、
楽
し
さ
の
中
に
も
、
お
客
さ
ま

を
迎
え
て
、
お
も
て
な
し
す
る
心
配
り
・

気
配
り
が
大
切
で
す
。
そ
の
為
に
は
、
先

ず
は
気
持
ち
よ
く
挨
拶
が
で
き
る
か
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」「
こ
ん
に
ち

は
」「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
…
…

来
校
さ
れ
る
方
々
に
温
か
で
ホ
ッ
と
し
て

い
た
だ
け
る
本
校
の
雰
囲
気
も
是
非
味

わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

諸
先
輩
た
ち
が
築
い
て
き
た
伝
統
あ
る

文
化
祭
が
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
よ
り
充

実
し
た
本
校
ら
し
い
も
の
に
な
る
よ
う
に

心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
鶴
ヶ
丘
祭

開
催
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
す
べ
て
の

方
々
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

鶴
ヶ
丘
祭

生
徒
会
指
導
部
主
任　

久
保
田
善
政

六
月
二
十
四
日
（
土
）・
二
十
五
日
（
日
）

の
日
程
で
、本
校
文
化
祭
、第
七
十
回
鶴
ヶ

丘
祭
が
、「
瞬 

〜
溢
れ
よ
想
い
〜
」を
テ
ー

マ
に
開
催
さ
れ
た
。
開
催
時
期
が
梅
雨
時

の
六
月
で
は
あ
る
が
、
両
日
と
も
に
晴
れ

と
な
り
、
五
千
人
を
超
え
る
来
場
者
を
お

迎
え
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
年
生
は
合

唱
コ
ン
ク
ー
ル
、
二
年
生
が
発
表
・
参
加

型
企
画
、
三
年
生
が
模
擬
店
、
各
ク
ラ
ブ

の
企
画
や
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
有
志
に
よ
る

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
、
生
徒
た
ち
は
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
大
い
に
鶴
ヶ
丘
高
校
最

大
の
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
て
い
た
。
模

擬
店
の
売
り
上
げ
は
好
調
で
、
二
日
間
で

三
十
万
円
以
上
を
売
り
上
げ
る
ク
ラ
ス
も

あ
っ
た
。
こ
の
売
り
上
げ
は
、
生
徒
会
活

動
の
活
発
化
や
ユ
ニ
セ
フ
等
へ
の
寄
付
で

使
う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
今
回
、
令
和

元
年
以
来
の
平
常
開
催
で
あ
っ
た
が
、
生

徒
や
教
職
員
だ
け
で
な
く
、
同
窓
会
や
桜

園
会
、保
護
者
の
皆
様
の
協
力
も
あ
っ
て
、

大
き
な
混
乱
は
無
く
無
事
開
催
し
て
終
え

る
こ
と
が
で
き
た
。
実
施
企
画
は
次
の
通

り
で
あ
る
。

第70回鶴ヶ丘祭
2023年６月24日・25日開催日 瞬 ～溢れよ想い～テーマ
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企画名
３年Ａ組 ３-Ａ フライドポテト

３年Ｂ組 喉渇いたら来てね！
美味しいタピオカ作って待ってるよ！

３年Ｃ組 どばろんぽう～Ｃ組の小籠包が出来まし
た！スープもどうぞ～

３年Ｄ組 サーティーワンアイスクリーム
３年Ｅ組 ふわふわコットンパラダイス
３年Ｆ組 3Fチュロスワゴン
３年Ｇ組 タコうもりお
３年Ｈ組 チョコっとバナナ

３年Ｉ組 パリッとじゅ～し～
フランクフルト！

３年Ｊ組 ベニーカステラ
３年Ｋ組 Kばぶ～ケバブ風サンド～
３年Ｌ組 テラング焼きそば

企画団体 企画名
芸術科（美術） 木彫作品展
同窓会 卒業アルバム等展示
サイエンス部 わくわくサイエンス実験
写真部 写真展-２０２３-
英語部 English Café
書道部 『恋愛』展示&パフォーマンス
弓道部 的当てげぇむ
情報部 ChatGPT体験ブース
茶華道部 茶会
演劇部 Short stories
料理部 チョコパイ
桜園会 各種飲料とお菓子の販売
茶華道部 華展
吹奏楽部 吹奏楽LIVE LIVE ２０２３ ～５２人の一音入魂～
ダンス同好会 “DOBASHI”☆“DOBASHI”
空手道部 空手道部演武
バトントワリング部 Iris（アイリス）
カラーガード部 Time -時を刻もう-
放送部 校内インフォメーション／ステージ音響スタッフ

中夜祭 参加団体 メンバー 企画

ウリチェゴ １Ｅ山中／２Ｄ池田／２Ｆ出町／
２Ｇ黒柳 ダンス

ミニ小籠包 １Ｈ濱中・米津／１Ｉ朝里・藤森／
１Ｊ岩本・平石 ダンス

ぼっちざそんぐ １Ｄ佐藤 歌

大山 ２Ｈ大山 弾き語り

阿部凜 ３Ｄ阿部 弾き語り

WADA’s １Ｄ和田／１Ｇ村山 漫才

あんとらくと。 １Ｈ諏訪／２Ｇ森／２Ｉ渡邉 バンド

n-try ２Ｃ北原／２Ｊ白井・千葉・馬場 バンド

だっち・ざ・そんぐ ２Ｄ阿部・猪又・大舘・小松﨑／
２Ｆ岩田 バンド

ナツゾラ ３Ｈ長澤／３Ｊ平山
３Ｋ塚越・長澤 バンド

うっちー!
２Ａ三村／２Ｂ山川／２Ｃ吉野／
３Ａ小島／３Ｃ山本／３Ｄ吉田／
３Ｅ田畑

バンド

企画名

２年Ａ組 ツボッチャ

２年Ｂ組 廻れ！ラブカップ♡
～世界は一つ～

２年Ｃ組 With 2C

２年Ｄ組 caDino

２年Ｅ組 VS Eノウエ

２年Ｆ組 FOYストーリー

２年Ｇ組 2Gのラッキーライド

２年Ｈ組 VS津田

２年Ｉ組 ミステリー探偵Ⅰ

２年Ｊ組 髙間天満宮

合唱コンクール　曲目

１年Ａ組 栄光の架橋

１年Ｂ組 心の瞳

１年Ｃ組 COSMOS

１年Ｄ組 旅立ちの時
～Asian Dream Song～

１年Ｅ組 ふるさと

１年Ｆ組 怪獣のバラード

１年Ｇ組 手紙
～拝啓 十五の君へ～

１年Ｈ組 虹

１年Ｉ組 HEIWAの鐘

１年Ｊ組 We Are The World

１年Ｋ組 時の旅人

第
七
十
回
鶴
ヶ
丘
に
よ
せ
て

　
　

鶴
ヶ
丘
祭
実
行
委
員
長

三
Ｌ　

牧
野　

結
衣
（
勝
瀬
中
）

昨
年
に
引
き
続
き
、
今
年
も
鶴
ヶ

丘
祭
実
行
委
員
長
を
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
今
年
は
外
部

か
ら
も
お
客
様
を
お
招
き
し
て
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

実
行
委
員
会
で
は
、
門
の
作
成
、

当
日
の
運
営
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
企

画
な
ど
の
活
動
を
し
ま
し
た
。
昨
年

以
上
に
今
年
は
生
徒
会
と
協
力
を
し

て
よ
り
良
い
鶴
ヶ
丘
祭
に
す
る
こ
と

が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

文
化
祭
で
は
、
三
年
生
は
飲
食
物

の
お
店
を
、
二
年
生
は
ク
ラ
ス
企
画

を
、
一
年
生
は
ク
ラ
ス
合
唱
を
行
い

ま
し
た
。
ど
の
学
年
も
多
く
の
お
客

様
が
ご
来
場
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、

よ
り
一
層
責
任
感
を
持
っ
て
取
り
組

め
た
と
思
い
ま
す
。

昨
年
も
同
じ
こ
と
を
述
べ
ま
し
た

が
、
来
年
の
文
化
祭
で
は
、
今
ま
で

に
は
無
か
っ
た
新
し
い
こ
と
、
今
し

か
出
来
な
い
こ
と
を
考
え
て
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
み
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
失
敗
す
る
こ
と
や
上
手
く
い
か

な
い
こ
と
に
直
面
す
る
こ
と
も
あ
る

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
し
っ
か
り

と
そ
の
都
度
反
省
を
し
て
軌
道
修
正

を
し
な
が
ら
進
ん
で
い
け
ば
必
ず
い

い
方
向
に
向
か
っ
て
い
く
と
思
い
ま

す
。
今
後
と
も
文
化
祭
実
行
委
員
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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オーストラリア海外語学研修

【７月２７日～８月１８日】

引率　英語科　山内　智史
海外研修も再開の時を迎え、今年度は16名

で、Australia, Brisbaneに あ る 姉 妹 校Grace 
Lutheran Collegeへと向かった。緊張の面持
ちでHost Familyと対面した初日から、最後
の涙の別れまでの全日程を、全員で有意義に
過ごすことができた。

英語漬けの生活の中で積極的に行動するこ
とで、英語で理解し伝えるという習慣が自然
に身に付き、いつからか英語だけの生活も心
地よく感じ始め、明日になるのがすごく楽し
みになっていた生徒たち。学校を離れてのア
クティビティーや週末のHost Familyと過ご
す時間には、広大な土地、大自然の中で、東
京ではできないこと、見られないものをたく
さん経験したようであった。

生徒たちは、授業の受け方や学校のルール、
放課後や週末の過ごし方、家族のあり方と
いったAustraliaの生活様式を日本における自
分のそれと重ね合わせ、日本の当たり前が当
たり前でないということ、それを理解し受け

入れ考え行動する姿勢を身につけていた。そ
して、『ふつう』というものが存在しない世
界で、広い視野や価値観を養うことができた
ようである。何よりも、自分を受け入れ、た
くさんの愛情や友情に満たされた日々に感謝
し、感動していた。心は言

こ と

語
ば

を越え、人の繋
がりに国境など存在しないということを体感
することができたことは、何事にも代えがた
い。

彼らが得たこと、感じたこと、そして
Australiaでの全ての出逢いが、これからの歩
む道での糧となり、世界で生きる1人の人間
としての礎となれば、この海外語学研修は過
ごした時間以上に価値があるものとなる。

青空を見上げる度にAustraliaで過ごした
日々を思い出し、彼らには『これから』を大
切に過ごして欲しいと願う。出逢えた全てに、
あの頃の自分に胸を張っていられるように。

（研修内容の詳細は本校Websiteを御覧くださ
い。）
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Kia oraからのHaere ra
引率　英語科　田口　裕基

7月26日、成田空港第一旅客ターミナルの
南ウイングIJカウンターの間にある時計台下
にNZ語学研修参加者およびご家族の皆様が
集合した。2019年以来、4年ぶりとなるこの
光景、参加生徒も私も高揚感の高まりを感じ
ざるを得なかった。

オークランドで乗り継ぎ、南島第一の都市、
クライストチャーチからさらにバスで140キ
ロ南に下り、テムカという小さな町にあるオ
ピヒカレッジには27日16時頃到着した。そし
てすでに待機していた各ホストファミリーと
対面を果たし、8月17日までのホームステイ
生活が始まった。

オピヒカレッジでの鶴高生の生活は
月～金は9時5分から15時10分までの
授業を現地校のバディと共にきっち
りと受講し、週末の土曜日は鶴高生と
バディとの日帰り遠足に出かけ、日曜
日は各ホームステイファミリーと過ご
す、というスタイルだった。

今回の研修での大きな特徴は4年前
までとは比較にならないほど、双方の

コミュニケーションが密に行われていたとい
う点。遠足のバスの座席は日本人同士ではな
く、オピヒ生と座り、鶴高生は積極的に英語
でコミュニケーションを図った。オピヒ生も
日本語を学んでおり、最近の若者言葉に興味
を持っていて、鶴高生がいろんなフレーズを
教える、という光景が各所で見られ、長時間
のバス移動にも関わらず、車内は終始盛り上
がっていた。

3週間の滞在期間はあっという間に過ぎ、
どの生徒も1年間で流す涙を1日で出し尽く
すほど、後ろ髪を引かれる思いで8月17日に
学校を出発し、オークランドで1泊し、8月
18日夕方に酷暑の日本に無事帰国した。

ニュージーランド海外語学研修

【７月２6日～８月１８日】
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令和５年度 ケンブリッジ大学における付属高校生のサマー・プログラム

令和５年度 ZoomPal Project

ケンブリッジ大学体験記　3B　近藤　優太（瀬田中）
まずはこの機会を与えて下さった方々に感謝した

いと思います。二週間で本当にたくさんのことを得
ました。一緒にいった付属生たちとは別れた今でも
集まっており、一生の仲といっていいほど強く結ば
れました。また日本人だけではなく国籍問わずイギ
リス、フランス、イタリア、中国などいろんな国か
ら来た親友ができました。

私は今回イギリス（イングランド）に行くのは初
めてで、一日の殆どを英語で話していたのですが、
聞いていた以上に普段話すアメリカ英語とは発音や
スペルが違っており驚かされました。イギリスの中
でも地方や地域それぞれに話し方の違いがあり、全

く何も聞き取れないことがあったりと、全てが新鮮
で楽しかったことを忘れられません。

また生活していたPembroke Collegeは1347年に設
立されたとても古い学校でした。毎日が歴史との触
れ合いで、イギリス人の誇りと威厳を感じながら過
ごす２週間でした。

異国の地で、異国の文化に触れる中で日本の素晴
らしさにも気づくことができました。英語のレベル
に関わらず誰もが行く価値があります。参加を強く
お勧めします。

鶴高生の皆さん、三年間はあっという間でした。
ふと目に入ったらなんでも挑戦する、貪欲さを持っ
てください。

ケンブリッジサマープログラムに参加して
3K　永井明日香（千歳中）

このプログラムに参加し、自ら積極的に英語を話
すことの大切さを強く学びました。私には、中学校
のスピーチコンテスト以外国際交流の経験などはあ
りませんでした。そのため、校内選考の時点で落ち
るのではないかと思っていましたが、幼少期から海
外の映画や音楽に深く触れており、外国に対する憧
れと英語が好きという気持ちがあったので、一心に
勉強しました。校内代表生徒の欄に自分の名前があっ
た時の感動は忘れられません。

現地では同じ日大系列の高校生と共に授業を受け
るのですが、10人から構成さ
れる少人数制の授業では、自
主的に発言しなければ授業が
進みません。単語でも簡単な
コミュニケーションでもとに
かく発言します。1日目こそ
上手に話せるか緊張していま
したが、念願の留学を後悔あ

るものにしたくなかったので、自ら積極的にコミュ
ニケーションを取るようにしました。目の色も肌の
色も違う外国の人々と会話ができた時や、ケンブリッ
ジ市内で同世代の人と仲良くなれた時は、英語の勉
強をしていて良かったと心底思いました。

たった数週間の短期留学でありましたが、この経
験が自分の中で強い自信になり、各種英語資格の勉
強や国際交流のモチベーションとなっています。

留学はしてみたいけど、英語力が心配、文法が苦
手…、と思っている人こそぜひ参加してみて欲しい
です。相手と話したい、思いを伝えたいという意思
さえあればコミュニケーションは取れます。

令和5年8月9日・10日に、ZoomPal Projectを開催しました。コロナ禍を
きっかけに生まれたこのプロジェクト。早いもので、もう4年目となりました。

オーストラリア・ブリスベンのGrace Lutheran Collegeの日本語選択の生
徒さんたちと、鶴高生有志生徒のオンライン国際交流です。「コロナ禍にも負
けず、本当の友達を海の向こうに作る！」という目標のもと様々な活動に取
り組んできました。

語学研修が復活しましたが、オンライン国際交流は忙しい鶴高生にぴった
り。ぜひ続けていきたいということで今年も19人の有志が集まりました。（3
年生7名、1年生12名）

3K　植松　春香（常盤中）
ZoomPalの活動を通して、英語に対する壁が低くなったと感じる。もとも

と英語を完璧に話せないと、会話が成り立たないのではないかと無意識的に
感じており、ネイティブの人と会話をすることに抵抗を感じていた。しかし、
実際に話してみると思ったより簡単に会話が盛り上がり緊張がほぐれた。ま
た、会話を通し、お互いの国についてたくさんの情報を共有することができ、
文化の違いについても知ることが出来た。

この活動を通して英語で感情やものの説明をすることの楽しさに気づけた
ことが良かったと感じている。
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～ＮＺ・ＡＵの仲間が鶴高にやってきた！～ 海外高校との学校交流

■■ ＮＺ編 ＮＺ編
9月30日（土）の放課後、語学研修でお世話になったニュージーランド・

オピヒカレッジの来日中の皆さんとの交流会を鶴ヶ丘高校にて行いまし
た。交流会には、ニュージーランド語学研修チームの生徒たちが参加しま
した。

料理部の協力で実現したお茶会では、自分たちで作ったお月見団子を食
べながら楽しいひと時を過ごすことができました。

1Ｅ　江口　舞弥（桶川中）
連絡は取り合っていたものの、久しぶりにオピヒの友達と会えるという

ことで準備の段階からとてもワクワクした。会ってからは時間が過ぎるの
がとてもあっという間に感じた。

日本での旅行はどうだったか、ニュージーランドでの生活に変わりはな
いかなど様々な会話をした。その後料理部さんの協力でお団子パーティー
をし、作ったものを皆で食べた。英語で中秋の名月の説明を頼まれたがと
ても難しかった。今回の交流会を通して再びバディであった友達と再会で
きてとても嬉しかった。これからも連絡を取り合い、自分の英語力を高め
ると同時にさらに仲を深めていきたいと思う。

■■ ＡＵ編 ＡＵ編
10月２日（月）、フレンドシップ契約を結んでいるオーストラリア・

Grace Lutheran Collegeの皆さんが鶴ヶ丘高校にやってきました！ Grace
校の生徒さんが日本各地の名所や鶴高を訪問する“Japan Tour”は、コロナ
禍の2018年までは隔年で活発に行われていました。いよいよ5年ぶりに復
活することになり、とても嬉しく思います。

＜スケジュール＞
⑴朝礼時間の歓迎セレモニー
⑵校内ツアー
⑶スペシャルワークショップ（日本の歌・手話）
⑷バディ（相方）のクラスでの授業参加
⑸放課後交流会

今回鶴高に来てくれたGrace生は17名。うち15名が、夏休みに行われた　
ZoomPal Projectのメンバーです。そのため、今回スクールバディとなる
鶴高生は基本的にZoomPalメンバーとなります。直接会うこの日のために、
ZoomPalメンバーたちはそれぞれのやり方とペースで、友情を育んできた
ようです。また、オーストラリア語学研修の参加生徒達もすすんでお手伝
いをしてくれました。

1Ｈ　永瀬　拓未（赤塚三中）
バディとは、Zoomで先に顔合わせをし、そこからメールでやりとりし

てお互いによく知れたところで直接対面という形だったので、あまり緊張
することなくフレンドリーに接することができてより仲良くなれた。授業
では、言語文化の時間にバディが「羅城門」の髪を引き抜くシーンで笑っ
ていたり、論理・表現の時間は先生と高速会話をしていたりと、楽しそう
だったし、私も見ていてとても楽しかった。

外国の人と授業を受けるのは、相手にとっても、自分にとっても良い体
験だったと思う。授業内容を伝えるのがとても難しかったけれど、彼は興
味を持ってくれた。このZoomPalに参加する前は、あくまで学校の行事で、
企画が終わったら会えないのかと思っていたけれど、終わったあともメー
ルでやりとりできてついには会えてしまう、最高の友達が作れる最高の企
画だった。これに参加して本当に良かったと思うし、次は私がオーストラ
リアに行き、彼に会いに行きたいと思うようになった。これからもメール
し続けてもっと仲良くなりたい。
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テ
ニ
ス
部

ユ
ニ
ク
ロ
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
選
手
権
二
〇
二
三

　

十
八
歳
以
下
女
子
ダ
ブ
ル
ス

二
Ｊ　

渡
辺
ほ
な
み
（
晴
海
中
）

八
月
に
有
明
テ
ニ
ス
の
森
公
園
で
開
催

さ
れ
た
ユ
ニ
ク
ロ
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ

ス
選
手
権
に
出
場
し
ま
し
た
。
今
ま
で
目

標
に
し
て
き
た
大
会
だ
っ
た
の
で
出
場
で

き
て
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
試
合
前

は
、
は
じ
め
て
の
舞
台
に
ワ
ク
ワ
ク
し
て

い
た
の
で
す
が
、
試
合
の
時
間
に
な
っ
て

コ
ー
ト
に
入
る
と
一
気
に
緊
張
感
が
増

し
、
緊
張
か
ら
体
が
か
た
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
自
分
の
力
を
出
し
切
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
自
分
の
弱
さ

を
実
感
で
き
と
て
も
良
い
経
験
が
で
き
ま

し
た
。
来
年
、
こ
の
舞
台
で
リ
ベ
ン
ジ
で

き
る
よ
う
に
今
回
の
経
験
を
糧
に
練
習
に

励
ん
で
い
き
ま
す
。

◦
全
国
大
会
出
場
記
◦

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部

二
〇
二
三
年
八
月
十
一
日
〜
十
四
日

に
北
海
道
士
別
市
総
合
体
育
館
に
て
、

「
第
七
十
回
全
国
高
等
学
校
ウ
エ
イ
ト
リ

フ
テ
ィ
ン
グ
競
技
選
手
権
大
会
」、「
第

二
十
五
回
全
国
高
等
学
校
女
子
ウ
エ
イ
ト

リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競
技
選
手
権
大
会
」
が
開

催
さ
れ
、
本
校
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

部
か
ら
は
男
子
六
名
、
女
子
二
名
が
出
場

し
た
。
今
回
は
創
部
初
の
男
子
入
賞
者
が

出
る
な
ど
飛
躍
の
年
と
な
り
、
四
名
の
選

手
の
言
葉
を
掲
載
す
る
。

三
Ｊ　

田
淵　

英
史
（
石
神
井
西
中
）

三
月
の
全
国
大
会
は
八
位
と
納
得
が
い

か
な
い
結
果
に
終
わ
り
、
そ
こ
か
ら
五
ヶ

月
間
徹
底
的
に
練
習
を
し
て
、
順
調
に
記

録
が
伸
び
ま
し
た
。
大
会
当
日
は
ア
ッ
プ

か
ら
大
き
な
声
を
出
し
、周
り
を
圧
倒
し
、

体
の
動
き
も
か
な
り
良
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
結
果
は
三
月
の
大
会
を
超

え
ら
れ
ず
八
位
入
賞
で
メ
ダ
ル
に
は
届
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
創
部
初
の
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
で
男
子
の
入
賞
は
達
成
し
ま
し
た
が
、

ま
だ
ま
だ
努
力
が
足
り
な
い
な
と
感
じ
ま

し
た
。
今
回
の
結
果
に
満
足
せ
ず
も
っ
と

も
っ
と
練
習
を
し
て
、
次
こ
そ
メ
ダ
ル
を

取
れ
る
様
、
精
進
し
て
い
き
ま
す
。

三
Ｃ　

小
川　

裕
真
（
松
ノ
木
中
）

私
は
夏
休
み
、
北
海
道
で
行
わ
れ
た
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
し
ま
し
た
。
そ
こ
で

私
は
あ
ま
り
良
い
結
果
を
残
せ
ま
せ
ん
で

し
た
。
試
合
に
お
い
て
自
分
の
目
標
を
達

成
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
計
画
性
の

重
要
性
に
つ
い
て
改
め
て
認
識
し
ま
し

た
。
ま
た
、
ラ
イ
バ
ル
と
の
順
位
争
い
で

上
位
の
選
手
と
の
差
を
実
感
し
ま
し
た
。

結
果
は
良
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
成

長
す
る
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
の
経
験
を
こ
れ
か
ら
の

人
生
に
活
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

三
Ｈ　

久
保　

皓
正
（
稲
田
中
）

私
に
と
っ
て
最
後
と
な
っ
た
今
回
の
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
。
予
選
の
記
録
か
ら
入
賞
が

狙
え
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
た
た
め
、
去

年
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
の
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。
ス
ナ
ッ

チ
で
出
遅
れ
ま
し
た
が
、
ク
リ
ー
ン
＆

ジ
ャ
ー
ク
を
二
本
上
げ
れ
ば
入
賞
が
確
定

す
る
場
面
で
二
本
目
を
落
と
し
て
し
ま

い
、
後
が
な
く
な
り
、
焦
り
と
緊
張
で
頭

が
真
っ
白
に
な
り
ま
し
た
が
、
三
年
間
の

練
習
を
思
い
出
し
、
三
本
目
は
な
ん
と
か

挙
げ
き
り
七
位
入
賞
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
改
め
て
試
合
の
緊
張
感
や
達
成
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放
送
部

第
七
十
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト

　

入
選

第
四
十
七
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
（
二
〇
二
三
か
ご
し
ま
総
文
）

　

優
秀
賞

放
送
部
顧
問　

近
藤　

明
宏

こ
の
夏
、
放
送
部
は
二
つ
の
全
国
大
会

へ
の
出
場
が
か
な
っ
た
。
一
つ
は
連
続
出

場
を
更
新
し
て
い
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
高
校

放
送
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
節
目
の
七
十
回
大

会
を
迎
え
た
。
都
大
会
に
お
い
て
創
作

ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
部
門
（
作
品
名
：D

ieat　

制
作
代
表
：
永
井
明
日
香
）
を
連
覇
し
て

全
国
大
会
（
七
月
二
十
四
〜
二
十
七
日
・

東
京
）
に
臨
ん
だ
。
昨
年
度
の
大
会
で
は

入
選
（
全
国
六
位
相
当
）
で
あ
り
、
今
年

こ
そ
全
国
制
覇
と
の
想
い
で
制
作
し
た
作

品
で
あ
る
。
摂
食
障
害
（
過
食
嘔
吐
）
を

テ
ー
マ
に
ド
ラ
マ
に
仕
上
げ
た
。
制
作
代

表
者
が
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
ペ
ン
ブ
ル
ッ

ク
カ
レ
ッ
ジ
語
学
研
修
に
参
加
し
て
い
る

た
め
、
残
り
制
作
ス
タ
ッ
フ
総
出
で
審
査

会
場
に
向
か
っ
た
。
昨
年
度
と
同
じ
く
準

決
勝
ま
で
は
難
な
く
勝
ち
進
む
こ
と
が
で

き
た
が
、
決
勝
の
壁
は
厚
く
昨
年
度
と
同

じ
入
選
と
な
っ
た
。
二
年
連
続
の
入
選
も

本
校
初
で
あ
り
快
挙
と
い
え
る
が
、
全
国

制
覇
の
夢
は
後
輩
へ
と
引
き
継
が
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。

も
う
一
つ
は
、
昨
年
十
一
月
に
開
催
さ

れ
た
東
京
都
高
等
学
校
文
化
祭
オ
ー
デ
ィ

オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
部
門
（
作
品
名
：
琴
線
に

触
れ
る　

制
作
代
表
：
永
井
明
日
香
）
で

初
優
勝
し
、
か
ご
し
ま
総
文
へ
の
切
符
を

手
に
入
れ
た
。
放
送
部
門
は
八
月
三
・
四

日
の
二
日
間
に
わ
た
っ
て
鹿
児
島
市
の
か

ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

た
。
総
文
祭
に
は
イ
ギ
リ
ス
か
ら
帰
国
し

た
制
作
代
表
者
も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
本
校
の
総
文
祭
出
場
は
、
二
〇
一
八

年
の
信
州
総
文
祭
以
来

で
あ
る
。
今
年
度
ま
で

オ
ー
デ
ィ
オ
メ
ッ
セ
ー

ジ
部
門
は
各
県
一
本
ず

つ
（
開
催
県
は
二
本
）

の
四
十
八
作
品
で
争
わ

れ
る
。
四
ブ
ロ
ッ
ク
に

分
け
て
審
査
す
る
た
め

最
高
位
の
優
秀
賞
は
四

作
品
に
贈
ら
れ
る
。
審

査
の
結
果
「
琴
線
に
触

れ
る
」
は
優
秀
賞
受
賞
作
品
と
な
っ
た
。

作
品
部
門
で
の
総
文
入
賞
は
史
上
初
の
快

挙
と
い
え
る
。

感
、
ミ
ス
を
し
な
い
難
し
さ
を
体
感
し
た

と
同
時
に
、
家
族
や
部
員
か
ら
の
応
援
が

本
当
に
力
に
な
る
こ
と
を
感
じ
た
大
会
で

し
た
。

二
Ｅ　

尾
形　

薫
子
（
花
小
金
井
南
中
）

私
は
八
月
に
北
海
道
で
開
催
さ
れ
た
、

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
し
ま
し
た
。
試
合

本
番
、
ス
ナ
ッ
チ
は
二
本
失
敗
し
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
ク
リ
ー
ン
＆
ジ
ャ
ー
ク
で

は
全
て
の
試
技
を
成
功
さ
せ
、
試
合
ベ
ス

ト
も
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
六
位

入
賞
が
で
き
た
の
は
試
合
中
の
家
族
や
先

生
、先
輩
の
応
援
が
あ
っ
て
こ
そ
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
周
り
の
人
へ
の
感
謝
を
忘
れ

ず
に
、
日
々
の
練
習
に
励
み
ま
す
。
自
分

に
自
信
を
持
ち
、
来
年
こ
そ
は
こ
の
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
の
舞
台
で
メ
ダ
ル
を
取
れ
る
よ

う
努
力
し
ま
す
。



令和５年12月20日 （１0）

進路指導部より　１・２学期の取り組み

［１学年キャリアガイダンス］
６月17日（土）に毎年開催しているキャリアガイダンスを実施した。これは、本校の卒業生で社

会人として働いている方たちを講師としてお招きし、各方面で活躍されている「仕事」について講
話をいただくものである。講座内容は仕事内容に加え、その仕事にたどり着くまでの道のりや、高
校生たちがこれから歩んでいく道について、先輩としての立場から様々なアドバイスもいただいた。

「IT関連」や「薬剤師」など全部で11講座の中から生徒は関心のある２講座を受講した。入学して
間もないのでまだ将来の職業観は定まっていないかもしれないが、各講師の熱意をもって「仕事」
に臨んでいる姿から、「働く」ことへの意欲ややりがいなど、各自感じるものがあったに違いない。

［２学年大学模擬講義］
10月25日（水）に午後の２時限を使って大学模擬講義を実施した。今年度は日本大学から法、文

理、経済、商、芸術、危機管理、理工、生物資源科の8学部、また他大学からは上智、玉川、東京
薬科、東京医療保健、大妻女子、女子栄養の６大学の講師をお招きした。生徒は講義内容を参考に
興味のある講座を２つ選択し、大学の講義を体験した。外国人の講師の方は英語で講義を行ったの
で、生徒は英語を通して大学の講義に触れることができ、より集中して臨んだことであろう。講義
を終えて控室に戻った講師の方に授業の様子を尋ねると、「受講態度が大変良く、とてもやりやす
かった」、「講義の後、○○と○○のどちらを大学で学ぼうか悩んでいるが、どのような点が違うか」
と質問するなど、積極的な姿勢を褒めていただける声もあった。夏休みの大学のオープンキャンパ
ス参加に加え、今回の講義を通してさらに進学意欲を高めていくことを期待する。具体的な進学目
標の絞り込みや、何よりも入試を突破するために欠かせない学力の向上を図るため、今一度各自の
学習習慣の見直しをしてもらいたい。

［３学年生徒・保護者対象進路説明会］
7月1日（土）に生徒・保護者対象進路説明会を実施した。生徒は体育館でパワーポイントのス

ライドを見ながら説明を聞き、保護者はZoomで参加する形で行った。総合型選抜・学校推薦型選抜・
一般選抜まで入試全般の話のなかで、日本大学の推薦入試制度は複雑なので、より丁寧に説明を行っ
た。入試制度をよく理解したうえで、各自が進学への戦略を立てていくことになる。また、この説明
会の記録動画を期間限定で公開することにより、欠席した生徒・保護者が後日見られるようにした。
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令和５年度　特待生・奨学生

7月1日（土）に、本校多目的ホールにおいて、今年度の日本大学特待生と、本校奨学生に対する授与式が行わ
れました。受賞者は以下の通りです。

日本大学特待生
3Ａ　木村　栄輝（府中六中）
3Ｇ　相宮　優佳（赤塚二中）
２Ａ　小田　晴海（忍岡中）
２Ｊ　石丸　寛大（武蔵野三中）

日本大学鶴ヶ丘高等学校奨学生
◎第一種

3Ａ　森谷　海玲（千川中）
3Ｌ　上田ひかる（三鷹五中）
3Ｌ　土佐　和音（音羽中）
3Ｌ　木村　優那（桜丘中）
２Ｂ　松嶋　悠斗（稲田中）
２Ｂ　望月　桜乃（鶴川二中）
２Ｊ　長尾　歩実（調布七中）
２Ｊ　山田心々菜（用賀中）

◎第二種
1Ｇ　渡邊　　琳（富士見丘中）
1Ｈ　濱中　優花（梅丘中）
1Ｋ　加藤　広大（調布中）
1Ｋ　松浦　大樹（高井戸中）
1Ｋ　茂木　橙子（大宮中）
1Ｋ　吉田　悠貴（新羽中）

日本大学鶴ヶ丘高等学校英明奨学生
◎第一種

3Ｉ　小林　あい（調布五中）
3Ｌ　三隅　朱莉（井荻中）
3Ｌ　古村　　杏（貝塚中）
3Ｌ　寺田　柚月

（渋谷本町学園中）
２Ｆ　塚本　桃 （々竪川中）

２Ｉ　渡邉　　心（花園中）
２Ｊ　白土結衣香（南六郷中）
２Ｊ　原田　辰輝（北沢中）
1Ｄ　上杉　遥音（稲付中）
1Ｋ　影山　裕己（調布八中）
1Ｋ　堀尾　涼花（稲田中）
1Ｋ　吉本　新代（松溪中）

組
二
十
三
番
巽
千
佳
で
す
。

私
は
生
徒
会
に
入
り
生
徒
の
み
な
さ
ん
が
よ
り
過
ご
し
や
す

く
、
思
い
出
に
残
る
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
尽
力
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
生
徒
の
み
な
さ
ん
が
高
校
生
活
を
振
り
返
っ
た

と
き
に
、
楽
し
く
て
充
実
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
た
と
思

え
る
よ
う
に
陰
な
が
ら
支
え
ら
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

会　

計　

石
井　
　

歩（
一
Ｉ
・
牛
込
三
中
）

こ
の
度
第
五
十
六
期
生
徒
会
役
員
会
計
に
な
り
ま
し
た
。
一
年

Ｉ
組
四
番
石
井
歩
で
す
。

私
は
生
徒
会
新
聞
や
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
活
用
し
て
い

き
、
生
徒
会
を
よ
り
身
近
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
を
通
し
て
自
分
自
身
も
成
長
し
、
よ

り
よ
い
学
校
づ
く
り
に
貢
献
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一
年
間

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

会　

計　

鷲
尾　

愉
奈（
一
Ｅ
・
玉
川
中
）

こ
の
度
第
五
十
六
期
生
徒
会
会
計
に
就
任
し
ま
し
た
。
一
年
Ｅ

組
四
十
番
鷲
尾
愉
奈
で
す
。

生
徒
会
役
員
と
し
て
責
任
感
の
あ
る
行
動
を
し
、
鶴
高
を
よ
り

良
く
し
て
い
く
た
め
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
会
長
や
副
会
長
を
支
え
て
い
け
る
よ
う
精
一
杯
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

書　

記　

海
老
名
亮
徳（
一
Ｉ
・
大
井
東
中
）

第
五
十
六
期
生
徒
会
書
記
を
務
め
ま
す
、
一
年
Ｉ
組
六
番
海
老

名
亮
徳
で
す
。

私
は
意
見
箱
を
よ
り
活
性
化
さ
せ
、
生
徒
の
意
見
、
要
望
を
学

校
生
活
に
反
映
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
精
一
杯
頑
張
り

ま
す
の
で
一
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

書　

記　

星　

ひ
か
り（
一
Ｄ
・
国
分
寺
三
中
）

第
五
十
六
期
生
徒
会
書
記
の
一
年
Ｄ
組
二
十
八
番
星
ひ
か
り
で

す
。
投
票
し
て
く
だ
さ
っ
た
み
な
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
期
待
に
応
え
て
い
け
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。
私
は
み
な

さ
ん
の
意
見
を
積
極
的
に
活
動
に
反
映
し
、
毎
日
「
楽
し
い
！
」

と
思
え
る
よ
う
な
学
校
を
生
徒
会
で
作
っ
て
い
け
た
ら
と
考
え
て

い
ま
す
。
今
後
と
も
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

会　

長　

村
上　

統
美（
二
Ｇ
・
北
町
中
）

こ
の
度
第
五
十
六
期
生
徒
会
役
員
会
長
に
な
り
ま
し
た
。
二
年

Ｇ
組
三
十
六
番
村
上
統
美
で
す
。

私
は
、
鶴
高
を
卒
業
し
た
時
に
こ
の
学
校
で
よ
か
っ
た
と
思
っ

て
も
ら
え
る
学
校
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
の
為
に
身

近
な
と
こ
ろ
か
ら
改
善
し
、
よ
り
過
ご
し
や
す
い
学
校
を
目
指
し

て
い
き
た
い
で
す
。

私
は
こ
の
日
本
大
学
鶴
ヶ
丘
高
等
学
校
が
よ
り
良
く
な
る
よ
う

全
力
で
活
動
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
一
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

副
会
長　

河
野　

里
奈（
二
Ａ
・
三
鷹
二
中
）

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
第
五
十
六
期
生
徒
会
副
会
長
の
二
年
Ａ

組
十
二
番
河
野
里
奈
で
す
。
こ
の
度
は
多
く
の
信
任
投
票
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
私
は
選
挙
で
掲
げ
た
「
今
こ
の
学
校
に

通
っ
て
い
る
人
が
最
高
の
高
校
生
活
を
お
く
る
」
と
い
う
こ
と
を

モ
ッ
ト
ー
に
様
々
な
こ
と
を
提
案
し
、
会
議
を
重
ね
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
精
一
杯
努

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、一
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

副
会
長　

巽　
　

千
佳（
一
Ｊ
・
豊
玉
二
中
）

こ
の
度
第
五
十
六
期
生
徒
会
副
会
長
に
な
り
ま
し
た
。
一
年
Ｊ

第５6期
生徒会役員紹介
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生徒会指導部　久保田善政
　第15回体育祭が10月31日（火）、日本大学生物資源
科学部湘南キャンパスグラウンドにて開催された。こ
の体育祭は、体育祭実行委員会と生徒会役員会を中心
に、放送部や陸上競技部、料理部の協力も得て運営さ
れる。当日は体育祭で体を動かすには相応しい気候で、
団体競技ではクラスが一丸となって一生懸命取り組む
姿が見られ、応援合戦では、3年生を中心にした各団
の創意工夫を凝らした熱いパフォーマンスに、生徒
たちの大声援が加わって大きな盛り上がりを見せてい
た。各賞と学年競技の結果は次の通りである。

　　総合優勝　 　：白団　準優勝：赤団
　　応援合戦 優勝：青団　準優勝：緑団
▶部活動対抗リレー
　スピード部門優勝
　　混成：陸上競技部
　　女子：女子バスケットボール部
　　男子：野球部
　パフォーマンス部門優勝
　　混成：サイエンス部
　　女子：カラーガード部
　　男子：演劇部
▶学年競技
　１年　大縄跳び
　　　　　優勝：Ａ組　２位：Ｇ組　３位：Ｆ組
　　　　クラス全員リレー
　　　　　優勝：Ｂ組　２位：Ｇ組　３位：Ｈ組
　２年　大玉転がし
　　　　　優勝：Ｈ組　２位：Ｉ組　３位：Ｄ組
　３年　ムカデ競走
　　　　　優勝：Ｃ組　２位：Ｉ組　３位：Ａ組
▶クラス対抗リレー
　１年　優勝：Ｉ組　２位：Ｈ組　３位：Ｃ組
　２年　優勝：Ｉ組　２位：Ｈ組　３位：Ａ組
　３年　優勝：Ｂ組　２位：Ｋ組　３位：Ｄ組

第1第155回　体育祭回　体育祭
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体育祭実行委員長　２Ｈ　海老澤頼蔵（府中三中）
今年は4年ぶりとなる全学年での体育祭開催と

なりました。記念すべきこの体育祭に実行委員長
という大役を任され緊張感と高揚感で複雑な気持
ちでしたが、先生や仲間たちのおかげでとても楽
しく貴重な体験となりました。

昨年は、感染対策真っ只中での体育祭となり、
学年別での競技やマスク着用の上声出し応援は禁
止という制限のある静かな体育祭でした。今年は
制限なしで他学年とも交流でき、念願の応援団も
復活し、とても活気のある体育祭となりました。

生徒の皆さんのキラキラとした汗と笑顔がとても
印象的に残っています。

反省点として、久しぶりの体育祭ということも
あり、盛り上がり過ぎた為か予定していた終了時
刻を大幅に超えてしまった事が挙げられます。次
年度はみんなで協力して時間内に終えられるよう
に頑張りましょう！

実行委員長として、ケガや事故もなく楽しく体
育祭が遂行できたこと、先生方に感謝申し上げま
す。また生徒の皆さんもご協力ありがとうござい
ました！
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　ダブルス
　　西東京ベスト16　長尾　歩実（２Ｊ・調布七中）・
　　　　　　　　　　浜田　三咲（1Ｇ・文京一中）
　　　　　ベスト24　野田　優香（２Ｆ・開進四中）・
　　　　　　　　　　新井　萌乃（1Ｇ・練馬中）
　シングルス
　　ベスト40　新井　萌乃（1Ｇ・練馬中）

■ウエイトリフティング部
▽令和5年度第70回全国高等学校ウエイトリフティ

ング競技選手権大会
▽第25回全国高等学校女子ウエイトリフティング競

技選手権大会（8/11 ～ 14於：北海道士別市総合
体育館）

　男子55kg級　トータル180kg　8位
　　田淵　英史（3Ｊ・石神井西中）
　男子67kg級　トータル192㎏　35位
　　増田　宜晃（3Ｊ・神明中）
　男子89kg級　トータル223kg　18位
　　小川　裕真（3Ｃ・松ノ木中）
　男子96kg級　トータル232kg　7位
　　久保　皓正（3Ｈ・稲田中）
　男子102㎏級　トータル213kg　15位
　　本山　　陽（3Ｌ・松ノ木中）
　女子49kg級　トータル132kg　６位
　　尾形　薫子（２Ｅ・花小金井南中）
　女子59kg級　トータル140kg　7位
　　富田　菜央（3Ｂ・調布三中）
▽令和5年度特別国民体育大会ウエイトリフティン

グ競技会（10/14～15於：鹿児島県薩摩川内市入来
総合運動場体育館）

　男子55kg級　トータル179kg　10位
　　田淵　英史
　男子89kg級　トータル295kg　8位
　　小川　裕真
　男子96kg級　トータル232kg　11位
　　久保　皓正

■放送部
▽第70回NHK杯全国高等学校放送コンテスト東京都

大会（予選６/4、決勝６/18）
　【創作ラジオドラマ部門】
　　優勝　Dieat
　　制作代表　永井明日香（3Ｋ・千歳中）
　　※全国大会出場
▽第69回NHK杯全国高等学校放送コンテスト全国大

会（7/24～27）
　【創作ラジオドラマ部門】
　　入選（全国６位相当） Dieat
　　制作代表　永井明日香
▽第47回全国高等学校総合文化祭鹿児島大会（8/3

～4）
　【オーディオメッセージ部門】
　　優秀賞（最高位）　琴線に触れる
　　制作代表　永井明日香

■演劇部
▽日本大学付属高等学校演劇研究発表会（8/19～

20）
　「卒業アルバムの話」作　諏訪　朝花（1Ｈ・桜川中）
　　日本大学芸術学部演劇学科賞（第２位）
▽東京都城西地区大会（9/14～15）
　「卒業アルバムの話」
　　奨励賞
▽笹塚小学校ワークショップ（9/30）
　カラーガード部・空手道部共催
▽杉並区民地域安全のつどい（10/17）
　特殊詐欺被害防止の芝居を上演

■吹奏楽部
▽第59回東京都高等学校吹奏楽連盟定期演奏会 High 

School Band Festival 2023　出演（６/11）
▽第63回東京都高等学校吹奏楽コンクール（8/13～

14）
　Ｂ組　金賞
　Ｃ組　銀賞
▽アンサンブルフェスタ2023　開催（10/1）
▽第56回「ゴールデンパレード2023」　出演
▽第15回杉並納税街頭キャンペーン　出演

■バトントワリング部
▽東京都バトン協会バトントワーリングコンテスト

大田区大会（8/27）
　入門・初級・中級　金・銀・銅賞受賞
　　守屋　すず（２C・喜多見中）
　　　中級金賞受賞
　　益子みのり（２H・大阪市立港南中）
　　　中級金賞受賞
▽第56回「ゴールデンパレード2023」（第15回銀座柳

まつりゴールデンパレード）（10/22）
▽第15回杉並納税街頭キャンペーンパレード（10/29）

■料理部
▽料理検定実施（６/3、10名受検）
▽鶴ヶ丘祭チョコパイ販売（６/24 ～ 25、1,031個売上）
▽食品加工実習＠生物資源科学部内食品加工実習所
（7/24）

▽陶芸体験＠陶芸教室チルコロ駒沢店（8/28）
▽Highers☆コラボ活動
　じゃがいも官能評価体験（8/31）
▽団子パーティ with OPIHI COLLEGE（9/3）
▽チョコパイでおもてなし（10/２）
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■野球部
▽第105回全国高等学校野球選手権大会西東京大会
（7/8～ 29）

　1回戦　　本校13×－3武蔵村山（６回コールド）
　２回戦　　本校10×－0調布南（5回コールド）
　3回戦　　本校3－２八王子学園
　4回戦　　本校12－0聖徳学園（5回コールド）
　5回戦　　本校8－２駒場学園
　準々決勝　本校10×－3早稲田実（7回コールド）
　準決勝　　本校６×－２早稲田学院
　決勝　　　本校1－3×日大三
▽秋季東京都高等学校野球大会ブロック戦（9/9～

18）
　1回戦　　本校9×－0穎明館（7回コールド）
　２回戦　　本校10－６世田谷学園
　第9ブロックB代表獲得
▽秋季東京都高等学校野球大会都大会（10/8～29）
　1回戦　　本校5－0拓大一
　２回戦　　本校16×－0安田学園（5回コールド）
　3回戦　　本校10×－0桜美林（６回コールド）
　準々決勝　本校4－5早稲田実
　ベスト8

■男子バスケットボール部
▽全国高校総体東京都予選（5/21～６/11）
　1回戦　本校83－37都立第五商
　２回戦　本校103－53中央学院中央
　3回戦　本校65－63都立練馬
　4回戦　本校62－61和光
　5回戦　本校50－129東海大菅生
　結果：東京都ベスト32進出
▽日本大学体育大会（8/26～27）
　大会1日目　本校37－24日大藤沢
　　　　　　　本校78－６佐野中等
　　　　　　　本校32－47日大東北
　大会２日目　本校60－74日大日吉
　最終成績：10位（21校中）
▽私学第9支部大会（9/17～18）
　大会1日目　本校61－78明大中野
　　　　　　　本校46－48実践学園B
　大会２日目　本校76－37宝仙学園
　　　　　　　本校52－49東京立正

■アメリカンフットボール部
▽令和5年度第49回関東高等学校アメリカンフット

ボール大会
　1回戦　5/27　本校48－27県立鎌倉
　　（神奈川２位）　@日体大深沢Gr.
　２回戦　６/4　本校14－28千葉日大一高
　　（SIC地区1位）　@佼成学園Gr.
　関東大会　ベスト8
▽令和5年度東京都秋季大会兼第54回全国高等学校

アメリカンフットボール選手権大会予選
　1回戦　9/10　シード
　２回戦　9/17　本校34－12日工大駒場

　　@日大鶴ヶ丘高Gr.
　3回戦　9/24　本校15－23日大三高
　　@日大鶴ヶ丘高Gr.
　　東京都ベスト8

■男子ソフトテニス部
▽全東京選手権兼全日本選手権予選（5/15・22）
　都ベスト64
　　小亀　臣仁（3C･志木中）・
　　金子　祐万（3C・御成門中）
　都ベスト128
　　清水　芳将（２Ｂ・篠崎中）・
　　阿閉　裕樹（２Ｅ・深沢中）
　　板橋　壱成（3Ｊ・桜川中）・
　　伊藤　　翼（3Ｃ・品川学園中）
▽全日本団体選手権予選（６/12）
　都ベスト16
　　板橋　壱成・阿閉　裕樹
　　小亀　臣仁・丸山　賢二（3Ａ・赤塚三中）
　　金子　祐万・森本　拓磨（２Ａ・深沢中）
▽新人大会（8/24～25）
　都ベスト64
　　清水　芳将・阿閉　裕樹
　都ベスト128
　　森本　拓磨・中村　柊哉（２Ｇ・立川一中）
▽第9支部大会（9/3）
　第２位
▽私学新人選手権大会（9/18）
　都ベスト64
　　清水　芳将・阿閉　裕樹
　　森本　拓磨・中村　柊哉
　　守屋　祐汰（２Ｅ・宮崎中）・
　　土生倫太郎（1Ｇ・中野島中）
　都ベスト128
　　町田　一樹（1Ｅ・田無四中）・
　　岩崎　勇人（1Ｊ・烏山中）

■女子ソフトテニス部
▽全国総合体育大会予選（個人）（5/14・21）
　ベスト32　中村　結衣（3Ｈ・高南中）・
　　　　　　楠美　優美（２Ｆ・清明学園中）
　　　　　　古村　　杏（3Ｌ・貝塚中）・
　　　　　　石本まなみ（3Ｅ・薬師中）
▽全国総合体育大会予選（団体）（６/11）
　1回戦　本校２－1青稜　
　２回戦　本校0－２文大杉並　ベスト8　
▽新人大会（8/22～23）
　ベスト32　野牧　稚菜（２Ｇ・赤塚第三中）・
　　　　　　楠美　優美（２Ｆ・清明学園中）

■バドミントン部
▽第九支部総合競技大会（8/22）
　女子準優勝
▽東京都高等学校バドミントン新人戦Ⅰ部大会兼関

東選抜大会都予選大会（9/23～10/8）
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